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1農業簿記を学習する目的

はじめに記帳の目的を理解して，なぜ簿記を学習する必要があるのかを理解します。続いて，簿
記の基礎的な事柄について学習します。ここで，記帳（booking）とは，帳簿に文字や数字を記入
することです。また，帳簿（book）とは，簿記で使用する形式の整った専用の用紙のことです。

1.1 記帳の目的
簿記は「経営の鏡」であると言われることがあります。このことは，経営の実態を正確に知るた

めには，簿記をつけることが重要であるということを言い表わしています。
農業経営は，現金や預金，建物，土地などをもち，その一方で，営農資金などを借り入れていま

す。経営の実態を知るためには，これらが，一定期間経った後にどのように変化したのかを計算す
る必要があります。また，経営の成績，すなわち，一定期間に農産物の売上高がいくらあり，その
ために生産資材などの経費をいくら使ったのか，その結果として，利益がいくら出たのかを計算す
る必要もあります。これらを正確に計算するためには，簿記によって毎日継続的に記帳していく必
要があるのです。
記帳の目的は，記録そのものではなく，記帳された帳簿を利用することにあります。簿記で使用

する帳簿にはさまざまなものがありますが，最終的に重要となってくるものは，「貸借対照表」と
「損益計算書」と呼ばれる財務諸表です。それでは，これらの財務諸表はどのように利用されるの
でしょうか？ 主な利用目的は次に挙げる通りです。

• 確定申告

• 経営改善

• 資金の借り入れ

以下では，これら 3つの利用目的について簡単にみておきましょう。

1.1.1 青色申告をする
納税者の税負担が軽減されるようにいくつかの優遇措置を認めることで，納税者に一定の記帳義

務を課して申告内容の信頼性を高めようとするものが青色申告の趣旨です。ただし，この制度は財
務諸表を作成する納税者が，正しく利益を計算し，その通りに申告しているという前提によって成
り立っています。
青色申告における特典には次に挙げるものがあります。
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1) 青色専従者給与：届出をしている専従者に支払った給与は必要経費となる。

2) 青色申告特別控除：貸借対照表，損益計算書，農業所得に関する明細書を添付した人は 65万
円（平成 17年分の申告から）控除される。

3) 減価償却費：普通償却費のほか，特別償却費や割増償却費も認められている。

4) 純損失の繰越控除：その期が赤字のとき，翌年以降 3年間にわたり純損失の繰越ができる。

5) 純損失の還付請求：前年の所得金額から控除して所得税額を計算し直し，還付請求できる。

6) 損益通算：農業所得が赤字のとき，他の黒字の所得金額から控除できる。

7) 引当金および準備金：将来発生することが見込まれる貸倒引当金などを必要経費に算入で
きる。

8) 家事関連費：光熱水道費など家事費用の一部を必要経費に算入できる。

1.1.2 経営分析をする
財務諸表は経営分析に役立てることもできます。農業経営の過去の経営成績や現状を分析する

ことによってはじめて，将来の経営改善計画を作ることが可能になります。例えば，どの部門を規
模拡大した方がよく，どの部門はもうやめた方がいいのかを利益の比較から判断できます。また，
機械や施設に投資するタイミングとしていつ頃がよいのかを知る手がかりが得られます。こうした
分析を行うことを通して，日常における経営の計画性が増すようになり，さらに，経営感覚が養成
されていくことになります。

1.1.3 経営の信頼度を示す
財務諸表は，経営の信頼度を示すものでもあります。銀行などから資金を借り入れようとしたと

き，財務諸表の提示は不可欠であり，それによって経営の健全性が審査され，資金が借り入れられ
るかどうかを決めるための判断材料のひとつとして利用されます。
上で述べた経営改善のための経営分析が内部分析と呼ばれるのに対して，このように利害関係者

がその経営の状態を把握するために財務諸表を利用することは外部分析と呼ばれます。したがっ
て，財務諸表は自分だけがわかればよいメモ書きとは違うことに注意が必要です。

1.2 簿記の種類
簿記と一口に言ってもさまざまな種類のものがあります。業種別にみると，商業簿記，工業簿

記，農業簿記，銀行簿記が挙げられます。また，記帳の仕組みからみると，複式簿記と単式簿記が
あります。
複式簿記（double-entry bookkeeping）とは，原因と結果の 2つの面から捉えて記帳する仕組

みをもった簿記のことです。一方，単式簿記（single-entry bookkeeping）は，あるひとつの対
象を絞り，その動きについて記帳する仕組みをもっています。例えば，家計簿の多くは，現金の出
入りを中心に，収入か支出かいずれかを判断して記入し，残高を出す仕組みですが，これは単式簿
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記です。複式簿記は単式簿記よりも優れた特徴をもっており，今日，簿記と言えば複式簿記のこと
を指します。
これから，複式農業簿記を学習していきます。

1.3 記帳上の注意事項
簿記では，帳簿にかかわらず，共通した記帳のルールがあります。記帳結果は誰が見てもすぐに

理解できるものでなければなりません。そのため，記帳する人は必ずこれらのルールに従わなけれ
ばなりません。また，これらのルールが定められている理由としては，第三者による帳簿の改ざん
を未然に防止することも含まれています。

◉記帳上の注意事項
ⓐ 筆記具は黒または青色のボールペンか万年筆とする。ただし，線を引くときは赤色のボール
ペンか万年筆を用いる。

ⓑ 文字や数字を訂正する場合は，赤色の二重線を引いて，（その上に訂正印を押し，）上の余白
に正しい文字や数字を書く。修正液を使用してはいけない。

(a) 文字の誤りや脱字はその部分のみの訂正でよいが，数字の場合は 1つの誤りでも全部書
き直さなければならない。

文字の場合：売
掛
賭㊞∥ 金

数字の場合：
1
1∥

2
0∥

,
,∥

0
0㊞∥

0
0∥

0
0∥ ∥

(b) 文字や数字は，後で訂正できるように，行間の 2分の 1から 3分の 2くらいの大きさ
で，下の線に近づけて書く。

ⓒ 引いた線の取り消しをする場合は，その両端に赤色の×印をつける。

× ×

ⓓ 数字は下から 3桁ずつコンマで区切る。ただし，金額欄に縦線が入っている帳簿を用いる場
合は，それらの線と線の間に数字を記入するため，コンマは必要ない。

12,000 1,200,000 12000 1200000

ⓔ 記入を簡単にするために，次のような記号を用いる。

〃 ：「上に同じ」という意味。ただし，金額の表示には使用しない。

Y ：円を表す記号。

@ ：単価を表す記号。
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2取引の種類と基本的な等式

ここでは，簿記で扱う取引の種類を学習し，その後，基本的な等式を理解します。最後に，記帳
の流れについて簡単に触れます。

2.1 簿記上の取引
簿記で扱う取引は，日常用語としての取引とはその意味が異なります。簿記上の取引（transaction）

は，財産および資本に変動が生じるすべての出来事のことを意味しています。簿記では自分ひとり
で取引を行うこともあります。

例 2.1.1

次の出来事のうち，簿記上の取引には○印，そうでないものには×印をつけなさい。

1) 建物を借りる契約をした（書類のみで，お金のやりとりはない）。 . . . . . . . . . . . . .（×）

2) 盗難に遭い，現金が減った。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（○）

取引は，その発生時期によって次のように区分されます。

• 開始取引——事業開始の取引。ひとつの農業経営について一度だけ行う。

• 経常取引——日常の農業経営の活動において発生する取引。取引が生じるたびに行う。

• 決算取引——期末に財務諸表を作成する取引。通常は 1年に一度行う。

2.2 資産，負債および資本
簿記では，経営が所有しているお金や物，そして，将来支払いを受ける権利である債券などを合

わせて資産（assets）と呼びます。また，将来支払わなければならない義務である債務のことを
負債（liabilities）と呼びます1。
一方，抽象的な貨幣額として，資本（capital）と呼ばれるものがあります。これは次の式によっ

て計算します。
資 本 =資 産−負 債

1簿記では，資産と負債とを合わせて「財産」と呼ぶことがあります。そのとき，資産は「プラスの財産」であり，負債
は「マイナスの財産」であると考えます。

4
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この式は資本等式（capital equation）と呼ばれます。

例 2.2.1

京都農場の平成 21年 1月 1日の資産は Y1,500,000であり，負債は Y100,000であった。
資本はいくらになるか求めなさい。

答資本等式を用いると，

1, 500, 000 − 100, 000 = 1, 400, 000

となるから，京都農場の資本は Y1,400,000である。

農業経営を開始するには元手となる営農資金が必要です。このうち，経営主自身による出資（あ
るいは，元手）の部分が資本にあたります。このため，資本は狭義には「自己資本」と呼ばれます。
一方，他人から借りたお金を意味する負債も営農資金の一部にあてられます。このことから，負債
は「他人資本」と呼ばれることがあります。
このように，自己資本と他人資本は，それぞれ，経営の資産に対する出資者の所有関係（あるい

は，持分）を表わしていると考えることができます。次の貸借対照表等式（accounting equation）
がこの関係を表わしています。

資 産 =負 債+資 本

左側の資産は財産の運用状態を示しており，右側の負債と資本はその資金をどこから調達したのか
を示しています。この式に基づいて，貸借対照表が作成されます。 ➡貸借対照表について

は，8.2（p. 47）で説
明します。

2.3 費用と収益
経営活動の結果生じた経済的価値の減少のことを費用（expenses）と呼びます。一方，経営活

動の結果生じた経済的価値の増加のことを収益（revenue）と呼びます。
収益から費用を差し引くと純損益（net profit or loss）が求められます。

収 益−費 用 =純損益

「損益」とは，損失と利益とを合わせた用語であり，損失が発生しているのか，利益が発生してい
るのかわからない段階ではこの用語を使います。純損益がプラスの場合，純損益は「純利益」であ
り，純損益がマイナスの場合，純損益は「純損失」のことを意味します。

例 2.3.1

京都農場の平成 21の年 1年間の収益は Y70,000であり，費用は Y53,000であった。純損
益はいくらになるか求めなさい。

答収益から費用を差し引くと，

70, 000 − 53, 000 = 17, 000
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となり，純損益はプラスであることがわかる。したがって，京都農場の純利益は Y17,000で
ある。

次の式は損益計算書等式（profit and loss equation）と呼ばれます。

費 用+純利益 = 収 益

費 用 = 収 益+純損失

この式に基づいて，損益計算書が作成されます。➡損益計算書について
は，8.1（p. 46）で説
明します。

2.4 会計期間
一般に，農業経営は永続的事業体（going concern）であり，農業簿記もこのことを前提とし

ています。つまり，農業簿記は，離農についてはまったく考えていない農業経営がつけるものであ
ることが前提です。もし農業経営のはじまりとおわりが事前にわかっていて，その期間が短いなら
ば，その農業経営の成績を正確に把握するために苦労することはあまりありません。この場合，単
純にすべての収益から費用を差し引いて純損益を計算するだけでよく，そこには貸借対照表の概念
も必要ありません。しかし，現実的に考えて，農業経営のはじまりはわかったとしても（とくに，
これから農業をはじめる場合は明確にわかります），おわりはわかりませんし，もしかしたらない
かもしれません。そこで重要となってくるものが，会計期間です。
通常，農業経営の事業は途切れることなく，継続して営まれることから，その成績の対象となる

期間や，その成績を集計する時点は意図的に定められなければなりません。また，その定め方にも
一定のルールが必要です。例えば，ある期は 1年間をとり，次の期は 8ヶ月をとるといったこと
をすると，それぞれの期の比較には意味がなくなります。また，毎期 8ヶ月をとるとしたら，それ
ぞれの期の経営成績を把握する時点が徐々にずれていくことになり，この場合も各期の間の比較が
無意味になります。
農業経営の成績を把握する対象となる一定の期間のことを会計期間（accounting period）と呼び

ます。とくに理由がない限り，会計期間は 1年間とします。会計期間のはじまりを期首（beginning

of period），会計期間の終わりを期末（end of period）と呼びます。通常，期首は 1月 1日，そ
して期末は同じ年の 12月 31日とします。こうすることによって，各会計期間ごとの意味のある
比較が可能になります。

2.5 記帳の流れ
さて，次から実際に記帳の方法について学習していきますが，ここで記帳の流れを簡単に見てお

くことにしましょう。ある取引が生じると，それを仕訳して，仕訳帳に記入し，その後，元帳に転
記します。この作業を 1年間繰り返していきます。そして，期末になると決算を行います。決算で
は，試算表や棚卸表，精算表などを作成し，元帳を締め切り，そして，最終的に損益計算書と貸借
対照表を作成するために，さまざまな作業を行います。そして次の会計期間の期首にも一定の手続
きを踏んだ後，新たな会計期間での日常的な取引の記帳が始まります。
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k. 練習問題 2 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

2.1. 次の出来事のうち，簿記上の取引には○印，そうでないものには×印をつけなさい。

(a) 畑地 10aを年間 Y10,000で借りる契約を口頭で交わした。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(b) 畑地の地代 Y10,000を現金で支払った。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(c) 農薬 Y13,000を購入した。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(d) 貯蔵中のジャガイモが腐敗し，廃棄処分にした。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(e) 乳牛が死亡した。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(f) 倉庫にあったアズキが盗まれた。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

(g) 秋に収穫予定のリンゴの予約注文を受けた。 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .（ ）

2.2. 京都農場の平成 21年 1月 1日の資産は Y8,600,000であり，負債は Y1,500,000であった。
資本はいくらになるか求めなさい。

2.3. 京都農場の平成 21 年 1 月 1 日から平成 21 年 12 月 31 日までの 1 年間における収益は
Y5,600,000であり，費用は Y2,900,000であった。純損益はいくらになるか求めなさい。

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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3仕　訳

ここでは，簿記の中でもっとも重要な作業である仕訳について学習します。仕訳ができるように
なれば，簿記の基本がわかったことになり，他の作業は相対的にあまり重要ではないことに気づく
はずです。実務上は仕訳の知識だけが必要であると言っても過言ではありません。一方，仕訳が
まったくできないうちは，これ以上読み進めても簿記について正しく理解することは困難です。仕
訳はそれくらい重要なことなのです。

3.1 仕　訳
ある 1つの取引が生じたとき，その取引の勘定科目と金額，そして，それが借方なのか貸方なの

かを決める作業のことを仕訳（journalizing）と呼びます。そのために，まずは，勘定科目と借方
および貸方について理解しておかなければなりません。

3.1.1 勘定科目と借方および貸方
複式簿記では，資産，負債，資本，収益，費用の変動を記帳して経営成績および財政状態を明ら

かにしていきます。その場合，資産と負債などをさらに細かく分類して取り扱います。この分類の
ことを勘定（account, a/c）と呼び，勘定につけた名称を勘定科目（account title）と呼びます。
すべての勘定科目の記帳場所を集めた帳簿のことを元帳（ledger），あるいは，総勘定元帳（general

ledger, G/L; Nominal Ledger, N/L）と呼びます。元帳に記帳する場合，その勘定科目が，資産，➡元帳については，6
（p. 22）で説明しま
す。 負債，資本，収益，費用のいずれの勘定に属するかを把握しておく必要があります。記入は次の原

則に従わなければなりません。

1) 資産の増加は借方に記入し，減少は貸方に記入する。

2) 負債の減少は借方に記入し，増加は貸方に記入する。

3) 資本の減少は借方に記入し，増加は貸方に記入する。

4) 収益の増加（発生）は貸方に記入する。

5) 費用の増加（発生）は借方に記入する。

複式簿記の帳簿は左右の 2つに分かれています。帳簿の左側のことを借方（debit, Dr）と呼び，
右側のことを貸方（credit, Cr）と呼びます。そして，借方と貸方とを合わせて呼ぶときは貸借

8
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（debit and credit）と言います。取引が発生すると，必ず，借方と貸方のいずれにおいても変化
が起こります。この性質のことを取引の二重性（double entry）と呼びます。
すべての取引について，ある勘定科目の借方に金額を記入すると，それと同一の金額を必ず他の

勘定科目の貸方にも記入しなければなりません。あるいは，あるひとつの取引の仕訳をしたときに
借方と貸方のどちらかの勘定科目が 2つ以上になる場合は，借方の金額の合計が貸方の金額の合計
と等しくなるように記入します。このように，すべての取引はある勘定科目の借方と他の勘定科目
の貸方とに同時に記入されるので，元帳全体としての借方の金額の合計と貸方の金額の合計は必ず
一致します。このことは，貸借平均の原則（principle of equilibrium）と呼ばれます。

3.1.2 仕訳の手順
仕訳は次の手順に沿って行います。

◉仕訳の手順
ⓐ 借方要素と貸方要素を明らかにする。

ⓑ 各取引要素の勘定科目を決める。

ⓒ 勘定科目ごとの金額を決める。

この作業を取引の発生順に繰り返します。ここで例題を挙げておきましょう。

例 3.1.1

次の取引を仕訳しなさい。

• 肥料 Y10,000を現金で購入した。

答この取引では，現金という資産が減少し，肥料費という費用が発生することになります。第
1段階では，この取引が，資産の減少と費用の発生という要素から成り立っていることを理解
します。そこで，借方要素は費用の発生であり，貸方要素は資産の減少ということになりま
す。第 2段階では，これらの要素の勘定科目を決めなければなりません。この場合，借方の
費用の勘定科目は「肥料費」となり，貸方の資産の勘定科目は「現金」となります。第 3段
階では，これらの勘定科目ごとの金額を決めなければなりませんが，この例では，借方と貸
方のどちらも勘定科目が 1つずつしかないので，金額はそれぞれ Y10,000となります。
この結果，仕訳は次のようになります。
（借） 肥 料 費 10,000 （貸） 現 金 10,000

これは次のように書いても同じことです。
（肥 料 費） 10,000 （現 金） 10,000

ところで，ここで出てきた勘定科目はどのようにして決めればよいのでしょうか？ 次に，この
勘定科目について詳しく学習していくことにしましょう。
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3.2 勘定科目
勘定科目は，その農業経営に適したものを自由に作り，それを使って構いません。ただし，どの

勘定科目を使うのかを決める際には，経営の種類や規模を考慮したり，あるいは，経営分析のとき
にどのような資料が必要となるかを考慮する必要があります。また，勘定科目は，簿記・会計の基
本原則のひとつである継続性の原則に従って，一度設定したら会計期間の途中で理由なく変更する
ことはできません。勘定科目の設定に際しては，次の点に注意します。

1) その名称が取引の内容を明白に表わしていること。

2) 借方と貸方が単純に相殺できること。

(a) 混合勘定ではないこと。
(b) 費用と収益とを同一科目としないこと。
(c) 原則として，債券と債務の勘定とを同一科目としないこと。

ここで覚えておくべき勘定科目は，次に挙げるものです。➡他にもたくさんあり
ます。実際に簿記を
つける場合，慣れな
いうちは取引がある
たびに，どの勘定科
目を使うべきかを調
べてください。

• 資産勘定

– 「現金」，「普通預金」，「売掛金」，「機械装置」，「土地」

• 負債勘定

– 「買掛金」，「短期借入金」，「未払金」，「長期借入金」

• 資本勘定

– 「資本金」

• 収益勘定

– 「野菜売上高」

• 費用勘定

– 「種苗費」，「肥料費」，「農薬費」，「賃金」，「支払利息」

ここで，これらの勘定科目を使った仕訳の例を挙げておきましょう。

例 3.2.1

平成 21年に綾部農場で発生した次の取引を仕訳しなさい。

1) 1月 1日現金 Y300,000，土地 Y1,000,000を出資して経営を開始した。

（借） 現 金 300,000 （貸） 資 本 金 1,300,000

土 地 1,000,000

2) 4月 2日野菜種子 Y5,000を現金で買った。

（借） 種 苗 費 5,000 （貸） 現 金 5,000
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3) 4月 3日肥料 Y20,000を掛で買った。

（借） 肥 料 費 20,000 （貸） 買 掛 金 20,000

4) 4月 4日トラクター Y300,000を農協からの長期借入金で買った。

（借） 機 械 装 置 300,000 （貸） 長 期 借 入 金 300,000

5) 5月 7日農薬 Y12,000を現金で買った。

（借） 農 薬 費 12,000 （貸） 現 金 12,000

6) 7月 20日野菜を収穫・販売し，代金 Y200,000を農協預金とした。

（借） 普 通 預 金 200,000 （貸） 野 菜 売 上 高 200,000

7) 8月 10日野菜 Y100,000を掛で売った。

（借） 売 掛 金 100,000 （貸） 野 菜 売 上 高 100,000

8) 8月 30日肥料の買掛金 Y20,000を農協預金から支払った。

（借） 買 掛 金 20,000 （貸） 普 通 預 金 20,000
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k. 練習問題 3 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

3.1. 次の取引を仕訳しなさい。

(a) 現金 Y50,000を預金した。
（借） （貸）

(b) 普通預金から Y10,000を引き出し，現金で受け取った。
（借） （貸）

(c) 賃金 Y5,000を現金で支払った。
（借） （貸）

(d) 野菜 Y10,000を掛で販売した。
（借） （貸）

(e) 売掛金が精算され，現金 Y10,000を受け取った。
（借） （貸）

(f) 農薬 Y10,000を掛で購入した。
（借） （貸）

(g) 土地を Y1,000,000で購入し，代金のうち Y700,000を現金で支払い，残額を未払いに
した。
（借） （貸）

(h) 短期借入金 Y100,000と利息 Y12,000を現金で支払った。
（借） （貸）

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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4やや複雑な仕訳

ここでは，農業に特有な仕訳と家族経営に特有な仕訳について学習します。前者は，棚卸資産に
関係しています。棚卸資産とは，農産物のように販売を目的とする資産のことですが，農業の場合
は，種苗，肥料，飼料，農薬，諸材料のように消費されて農産物に変わる生産資材もこれに含まれ
ます。これらの取引には，費用収益対応の原則（matching principle）の考え方がその基本にあ
ります。

4.1 未販売農産物
農産物をすでに収穫しているけれども，期末の時点で販売せずに残っているものは，そこで販売

したものとみなします。このルールのことを収穫基準と呼びます。こうすることにより，今期に売
ることのできる状態の農産物はすべて売ったことにします。このとき，販売金額をいくらにするの
かが問題となりますが，収穫時の農家庭先価格（市場等な販売手数料を控除した金額）により計算
します。仕訳は，資産勘定の農産物と収益勘定の農産物期末棚卸高を使って行います。

例 4.1.1

期末において，未販売の大豆が Y130,000分倉庫に残っていた。
（借） 農 産 物 130,000 （貸） 農産物期末棚卸高 130,000

農産物の棚卸は，米，麦，いも類，果樹などで収穫済みのものについて処理し，野菜などの生鮮
な農産物は棚卸はしません。

4.2 未収穫農産物
期末の時点で，圃場や温室で栽培中の作物については，販売したとみなすことはできません。そ

のため，それらに要した費用を，今期の費用ではなく，次期の費用にする必要があります。仕訳は，
資産勘定の仕掛品勘定と費用の各勘定を使って行います。金額はかかった費用を見積もります。

13
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例 4.2.1

期末において，栽培中の秋まき小麦を種苗費 Y30,000，肥料費 Y80,000，農薬費 Y60,000

で評価した。
（借） 仕 掛 品 170,000 （貸） 種 苗 費 30,000

肥 料 費 80,000

農 薬 費 60,000

4.3 原材料の残り
期末の時点で，肥料や農薬などが使われずに残っている場合は，これらの購入時に計上した費用

を次期の費用にする手続きをとります。仕訳は，資産勘定の原材料勘定と費用の各勘定を使って行
います。

例 4.3.1

期末において，Y60,000分の肥料が残っていた。
（借） 原 材 料 60,000 （貸） 肥 料 費 60,000

以上は，費用収益対応の原則に従った仕訳は，実際には，決算整理事項として取り扱います。➡決算整理については，
7.3（p. 32）で改めて
説明します。

4.4 家計と経営の未分離
家族経営の場合，家計のお金を経営のために使ったり，経営のお金を家計に回したりすることが

起こってきます。そうした場合は，資本勘定の事業主借勘定やマイナスの資本勘定の事業主貸勘定
を使って仕訳をします。

例 4.4.1

家計のお金 Y50,000を普通預金に入金した。
（借） 普 通 預 金 50,000 （貸） 事 業 主 借 50,000

市民税 Y30,000を普通預金から支払った。
（借） 事 業 主 貸 30,000 （貸） 普 通 預 金 30,000

また，事業（農業）所得以外の収入の仕訳には，事業主借を用います。
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k. 練習問題 4 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

4.1. 次の取引を仕訳しなさい。ただし，使用する勘定科目は下に示した勘定科目一覧の中から選
びなさい。

(a) 期末において，Y5,000分の農薬が残っていた。
（借） （貸）

(b) 期末において，収穫後販売していない小麦が時価で Y30,000分残っていた。
（借） （貸）

(c) 専従者給与 Y150,000を現金で支払った。ただし，事業主には源泉徴収義務があるため，
実際に支払ったのは源泉税預かり分 Y6,000を除いた金額であった。
（借） （貸）

(d) 収穫した農産物 Y2,000分を家庭用とし，家族で食べた。
（借） （貸）

(e) 近所の農家の農作業を受託し，Y10,000を現金で受け取った。
（借） （貸）

(f) 一般の新聞の今月分の購読料 Y3,000が普通預金から引き落とされた。
（借） （貸）

(g) 日本農業新聞の今月分の購読料 Y2,550が普通預金から引き落とされた。
（借） （貸）

(h) 普通預金に利息 Y1,000が入金された。【法人経営の場合】
（借） （貸）

(i) 普通預金に利息 Y1,000が入金された。【個人経営の場合】
（借） （貸）

¶ ³
勘定科目一覧
資　産 負　債 資　本 収　益 費　用
現金 買掛金 事業主借 家事消費高 農薬費
普通預金 未払金 事業主貸 農産物期末棚卸高 専従者給与
農産物 前受金 資本金 受取利息 旅費図書研修費
原材料 預り金 未処分利益 雑収入 雑費µ ´

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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5仕訳帳への記入

これまで学習した仕訳は，頭の中で考えたり，メモをとるだけの作業です。ここでは，この仕訳
を実際に記入する帳簿である仕訳帳について学習します。

5.1 仕訳帳への記入
仕訳を記帳する帳簿は仕訳帳（journal book）と呼ばれ，次のような様式をしています。

仕 訳 帳
No.

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

年 丁

市販品にはさまざまな様式があり，細部には違いがありますが，基本的な部分に変わりはありま
せん。
記帳は次の手順に従って行います。

◉仕訳帳への記入の手順
ⓐ 日付欄に取引が発生した月と日を書く。

ⓑ 摘要欄に勘定科目を書く。

(a) 摘要欄を左右半分に分けて，左側を借方，右側を貸方と考える。

(b) 勘定科目は丸かっこをつけて書く。

(c) 通常は借方を上に，貸方を 1行下げて書く。

(d) 勘定科目が複数のときには，複数の方の最初の行に丸かっこなしで「諸口」と書く。

i. 貸方が複数の場合，借方の勘定科目と同じ行に「諸口」と書く。
ii. 借方が複数で，貸方が 1つの場合，貸方を先に記入し，貸方の勘定科目と同じ行に
「諸口」と書く。

ⓒ 勘定科目の下に取引の内容を簡単に表わした短い文を書く。これを小書と呼ぶ。ただし，小
書は省略してもよい。

16
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ⓓ 借方欄と貸方欄に，摘要欄に記入した勘定科目に対応する金額を書く。

ⓔ 元丁（あるいは，丁数など）欄には，元帳へ転記した後，元帳の勘定科目の番号（あるいは，
転記した勘定口座のページ）を書く。 ➡ 6.1 の◉元帳への転

記の手順 ⓘ（p. 23）
を参照。

ここで例題を挙げておきましょう。

例 5.1.1

例 3.2.1で仕訳した取引を仕訳帳に記入しなさい。

仕 訳 帳
No. 1

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

21年 丁

1 1 諸 口 （資 本 金） 8 1300000

（現 金） 1 300000

（土 地） 5 1000000

開始仕訳
4 2 （種 苗 費） 10 5000

（現 金） 1 5000

野菜種子を購入
3 （肥 料 費） 11 20000

（買 掛 金） 6 20000

肥料を購入
4 （機 械 装 置） 4 300000

（長 期 借 入 金） 7 300000

トラクターを購入
5 7 （農 薬 費） 12 12000

（現 金） 1 12000

農薬を購入
7 20 （普 通 預 金） 2 200000

（野 菜 売 上 高） 9 200000

野菜を販売，代金は農協預金に
8 10 （売 掛 金） 3 100000

（野 菜 売 上 高） 9 100000

野菜を掛売り
30 （買 掛 金） 6 20000

（普 通 預 金） 2 20000

肥料の買掛金を農協預金から支払い

ここでは，すでに元丁欄に元帳の勘定科目の番号が記入されていますが，この作業は元帳へ転記
した後に行います。また，1月 1日の「諸口」については次の節で説明します。
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5.1.1 勘定科目が複数になる場合
借方と貸方のどちらか，あるいは，両方の勘定科目が 2つ以上になる場合，仕訳をする段階で

は，その取引の借方の金額の合計と貸方の金額の合計が等しくなることに注意するだけで，記入の
際にとくに注意を払う必要はありませんでした。しかし，そうした取引を仕訳帳に記入する場合
は，少しややこしいルールがあります。「諸口」というものが出てくるのです。諸口の使い方は次
の例題に示す通りで，2つ以上の勘定科目がある側の摘要欄の一番上に記入します。

例 5.1.2

平成 21年に発生した次の取引を仕訳帳に記入しなさい。

1) 4月 1日 野菜 Y30,000を販売し，そのうち Y10,000は現金で受け取り，残りは掛と
した。

2) 4月 5日トラクター Y2,000,000を購入し，そのうち Y100,000を現金で支払い，残り
は農協からの長期借入金でまかなった。

3) 4月5日短期借入金Y100,000とその利息Y3,000を，現金Y20,000と普通預金Y83,000

で支払った。

仕 訳 帳
No. 1

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

21年 丁

4 1 諸 口 （野 菜 売 上 高） 30000

（現 金） 10000

（売 掛 金） 20000

野菜を販売
5 （機 械 装 置） 諸 口 2000000

（現 金） 100000

（長 期 借 入 金） 1900000

トラクターを購入
〃 諸 口 諸 口
（短 期 借 入 金） 100000

（支 払 利 息） 3000

（現 金） 20000

（普 通 預 金） 83000

短期借入金とその利息の支払い
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◉仕訳帳への記入上の注意事項
▶ 上に前回の取引の記入がある場合

(a) 摘要欄に区切線（赤色の一本線）を引く。

(b) 上の取引と同じ月の場合は，月の記入を省略する。

(c) 上の取引と同じ月日の場合は，日の欄に「〃」と書く。

▶ そのページに新しく書き始める場合

(a) 年とページを書く。

(b) 前のページから繰り越される場合は，摘要欄に「前ページより繰越」（あるいは，「前ペー
ジより」など）と書いて，繰り越される金額を書く。

▶ ページの最後にきて，1つの取引がまとめて書けない場合

(a) （摘要欄に線を引かない。）

(b) 摘要欄に右詰めで「次ページへ繰越」（あるいは，「次ページへ」など）と書く。

(c) ページの最終行の金額欄に合計線（赤色の一本線）を引いてから，各列の合計金額を計
算し，それらを書く。

(d) 余白の行がある場合は，摘要欄に赤の斜線を引き，合計線を延長してつなぐ。

▶ 会計期間の取引が終了した場合

(a) 金額欄に合計線を引いてから，各列の合計金額を計算し，それらを書く。

(b) 金額欄と日付欄に締め切り線（赤の二本線）を引く。
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k. 練習問題 5 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

5.1. 次の取引を仕訳し，仕訳帳に記入しなさい。ただし，会計期間は平成 21年の 1年間である
とする。

(a) 1月 22日現金 Y3,000,000，土地 Y1,000,000を出資し，長期借入金 Y1,500,000の融
資を受けて，経営を開始した。
（借） （貸）

(b) 1月 23日野菜種子を購入し，代金 Y2,000を現金で支払った。
（借） （貸）

(c) 2月 3日複合肥料 Y15,000を掛で購入した。
（借） （貸）

(d) 2月 4日トラクター Y2,000,000を現金で購入した
（借） （貸）

(e) 5月 1日農薬 Y2,000を現金で購入した。
（借） （貸）

(f) 5月 10日長期借入金の償還金 Y100,000（元金 Y68,000，利息 Y32,000）を現金で支
払った。
（借） （貸）

(g) 5月 25日賃金 Y7,000を現金で支払った。
（借） （貸）

(h) 7月 20日野菜 Y50,000を掛で販売した。
（借） （貸）

(i) 7月 22日複合肥料の買掛金 Y15,000を現金で支払った。
（借） （貸）

(j) 11月 28日野菜の売掛金 Y50,000を現金で受け取った。
（借） （貸）
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仕 訳 帳
No.

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

年 丁

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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6元帳への転記

ここでは，仕訳帳に記入した取引を元帳に転記する手続きについて学習します。

6.1 仕訳帳から元帳への転記
仕訳に基づいて，元帳（あるいは，総勘定元帳）にある各勘定科目へ記入する作業のことを転記

（posting）と呼びます。元帳には，「標準式」と「残高式」の 2種類があります。標準式の元帳は
次のような帳簿で，主に欧米で用いられています。

総 勘 定 元 帳

No.

平 成
摘 要

丁
借 方

平 成
摘 要

丁
貸 方

年 数 年 数

一方，残高式の元帳は次のような帳簿です。

総 勘 定 元 帳

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

22
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日本では主に残高式の元帳が用いられていますので，以下では，主に残高式の元帳を使用するこ
とにします。なお，元帳は使用する勘定科目の数だけ必要になります。
記帳は次の手順に従って行います。

◉元帳への転記の手順
ⓐ 各勘定口座に勘定科目，年，ページを書く。

ⓑ 各勘定口座の右上に，ページ番号を書く。ただし，順番は基本的に，資産，負債，資本，収
益，費用の順とする。

ⓒ 日付欄に仕訳帳の日付を書く。

ⓓ 摘要欄に仕訳帳の相手勘定を書く。

(a) 勘定科目に丸かっこはつけない。

(b) 相手科目が複数の場合は「諸口」と書く。

ⓔ 仕丁欄に仕訳が記入されている仕訳帳のページを書く。

ⓕ 借方欄に仕訳帳の借方の金額を書き，貸方欄に仕訳帳の貸方の金額を書く。

ⓖ 残高欄に借方と貸方の差額を書く。

ⓗ 借または貸の欄には，残高欄の残高が借方金額の方が多いことによって生じたものであれば
「借」と書き，その逆であれば「貸」と書く。ただし，直前の取引と同じであれば「〃」と
書く。

ⓘ 仕訳帳の元丁欄に勘定口座のページを書き，転記済みの印とする。 ➡ 5.1 の◉仕訳帳への
記入の手順ⓔ（p. 17）
を参照。

表記を簡単にするために，次のような Tフォーム，あるいは，T字形という様式の元帳を用いる
こともあります。これは学習用に簡略化されたもので，実務で使用するものではありません。

総 勘 定 元 帳

ここで例題を挙げておきましょう。
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例 6.1.1

例 5.1.1で作成した仕訳帳の取引を，元帳へ転記しなさい。（ここで，例 5.1.1にある仕訳
帳の元丁欄に各勘定科目の番号を記入します。）

総 勘 定 元 帳

No. 1現 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

1 1 資 本 金 1 300000 借 300000

4 2 種 苗 費 1 5000 〃 295000

5 7 農 薬 費 1 12000 〃 283000

No. 2普 通 預 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

7 20 野 菜 売 上 高 1 200000 借 200000

8 30 買 掛 金 1 20000 〃 180000

No. 3売 掛 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

8 10 野 菜 売 上 高 1 100000 借 100000

No. 4機 械 装 置
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

4 4 長 期 借 入 金 1 300000 借 300000

No. 5土 地
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

1 1 資 本 金 1 1000000 借 1000000

No. 6買 掛 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

4 3 肥 料 費 1 20000 貸 20000

8 30 普 通 預 金 1 20000 0
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No. 7長 期 借 入 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

4 4 機 械 装 置 1 300000 貸 300000

No. 8資 本 金
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

1 1 諸 口 1 1300000 貸 1300000

No. 9野 菜 売 上 高
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

7 20 普 通 預 金 1 200000 貸 200000

8 10 売 掛 金 1 100000 〃 300000

No. 10種 苗 費
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

4 2 現 金 1 5000 借 5000

No. 11肥 料 費
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

4 3 買 掛 金 1 20000 借 20000

No. 12農 薬 費
平 成

摘 要
丁

借 方 貸 方
借また

残 高
21年 数 は 貸

5 7 現 金 1 120000 借 120000
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次のように，簡略化して書くことも可能です。
総 勘 定 元 帳

現 金 1

1/1 資 本 金 300,000 4/2 種 苗 費 5,000

5/7 農 薬 費 12,000

普 通 預 金 2

7/20 野 菜 売 上 高 200,000 8/30 買 掛 金 20,000

売 掛 金 3

8/10 野 菜 売 上 高 100,000

機 械 装 置 4

4/4 長 期 借 入 金 300,000

土 地 5

1/1 資 本 金 1,000,000

買 掛 金 6

8/30 普 通 預 金 20,000 4/3 肥 料 費 20,000

長 期 借 入 金 7

4/4 機 械 装 置 300,000

資 本 金 8

1/1 諸 口 1,300,000

野 菜 売 上 高 9

7/20 普 通 預 金 200,000

8/10 売 掛 金 100,000

種 苗 費 10

4/2 現 金 5,000

肥 料 費 11

4/3 買 掛 金 20,000

農 薬 費 12

5/7 現 金 12,000
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k. 練習問題 6 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

6.1. 練習問題 4.1の仕訳帳に記されている取引を元帳に転記しなさい。

総 勘 定 元 帳

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸
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No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸
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No.

平 成
摘 要

丁
借 方 貸 方

借また
残 高

年 数 は 貸

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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7決算の処理

ここでは，決算の処理について学習します。

7.1 決　算
期末に元帳の各勘定口座の計算をして，帳簿を締め切り，損益計算書と貸借対照表を作成する手

続きのことを，決算と呼びます。

1) 試算表の作成

2) 決算整理と棚卸表，精算表の作成

3) 引出金勘定の資本金勘定への振替

4) 帳簿決算

(a) 元帳の締め切り

(b) 繰越試算表の作成

(c) 仕訳帳と補助簿の締め切り

5) 損益計算書と貸借対照表の作成

この講義では，1)，2)の決算整理と精算表の作成，4)，5)について学習します。

7.2 試算表の作成
試算表（trial balance）は，転記が正しく行われたかどうかを，貸借平均の原理を利用して確か

めるために作成します。試算表は，期末には必ず作成しますが，その他にも，各月末に作成すると
便利です。試算表には，合計試算表と残高試算表，そして，これらを並べた合計残高資産表があり
ます。
次の表がそれぞれの試算表です。

30
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合 計 試 算 表
平成　年　月　日

借 方
丁

勘 定 科 目 貸 方
数

残 高 試 算 表
平成　年　月　日

借 方
丁

勘 定 科 目 貸 方
数

合 計 残 高 試 算 表
平成　年　月　日

借 方 丁
勘 定 科 目

貸 方
残 高 合 計 数 合 計 残 高

ここでは，合計残高試算表について学習します。合計残高試算表への記帳は次の手順に沿って行
います。

◉合計残高試算表の作成手順
ⓐ 作成年月日を書く。

ⓑ 勘定科目欄に，元帳の各勘定口座のページ順に勘定科目を書く。

ⓒ 元丁欄に，各勘定科目のページを書く。

ⓓ 元帳の各勘定口座の借方合計を計算して，借方の合計欄に書く。同様に，貸方合計を計算し
て，貸方の合計欄に書く。

ⓔ 借方の合計欄と貸方の合計欄にそれぞれの列の合計を書く。

(a) それらの合計が一致しているかどうかを確かめる。

(b) この金額が仕訳帳の借方合計および貸方合計とも等しいかどうか確かめる（もし一致
していなければ，元帳への転記が正しく行われていない可能性がある。例えば，二重
転記）。

(c) これらにより転記が正しく行われたことが確かめられる。→「貸借平均の原理」

ⓕ 残高欄には，各勘定科目の借方の合計と貸方の合計を差し引いた金額を，合計金額が大きい
側に書く。
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ⓖ 借方の残高欄と貸方の残高欄のそれぞれの合計を書いて，締め切る。

ここで例題を挙げておきましょう。

例 7.2.1

例 6.1.1を基にして，期末の合計残高試算表を作成しなさい。

合 計 残 高 試 算 表
平成 21年 12月 31日

借 方 丁
勘 定 科 目

貸 方
残 高 合 計 数 合 計 残 高

283000 300000 1 現 金 17000

180000 200000 2 普 通 預 金 20000

100000 100000 3 売 掛 金
300000 300000 4 機 械 装 置

1000000 1000000 5 土 地
20000 6 買 掛 金 20000

7 長 期 借 入 金 300000 300000

8 資 本 金 1300000 1300000

9 野 菜 売 上 高 300000 300000

5000 5000 10 種 苗 費
20000 20000 11 肥 料 費
12000 12000 12 農 薬 費

1957000 1900000 1900000 1957000

合計試算表の合計は，仕訳帳の合計と一致しているはずです。もし一致していなければ，元帳へ
の転記が正しく行われていない可能性があります。このように，合計試算表は，元帳への転記が正
しく行われているかどうかを確認するために作成するものです。ただし，転記のときに，借方と貸
方とを正反対に記入していた場合，記帳の誤りは発見できませんので注意が必要です。

7.3 決算整理
期末に作成する試算表には，未記入の取引があるために修正を必要とする勘定がいくつかあります。

決算の際に，このような勘定を整理し，正しい金額にすることを決算整理（closing adjustment）
と呼びます。また，整理内容を記入することを，整理記入（あるいは，修正記入）と呼び，その仕
訳のことを整理仕訳（あるいは，修正仕訳）と呼びます。
決算整理事項には，次のようなものがあります。

1) 現金過不足勘定など仮勘定の整理

2) 未販売農産物，未収穫農産物，肥育家畜，原材料など棚卸資産の評価

3) 固定資産の減価償却
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4) 損益の繰り延べと見越し

5) 貸倒償却

6) その他の未記入事項の記入

ここでは，3)について学習します。

7.3.1 減価償却
一定の資産について，その資産の使用可能期間に応じて，その資産の取得原価を期間配分し，各

会計期間の必要経費にする手続きのことを減価償却（depreciation）と言います。
具体的には次のような取引によって減価償却の処理を行います1。

例 7.3.1

次の取引を仕訳しなさい。

1) 建物の減価償却額を Y18,000見積もった。

（借） 減 価 償 却 費 18,000 （貸） 建 物 18,000

2) トラクタの減価償却額を Y100,000見積もった。

（借） 減 価 償 却 費 100,000 （貸） 機 械 装 置 100,000

固定資産が減価する原因には，次のようなものがあります。

1) 物質的原因（物理的原因）

2) 機能的原因

3) その他（偶発的減価）

減価償却が可能な資産のことを減価償却資産（depreciable assets）と呼びますが，それは主
に次に挙げるものです。

1) 有形固定資産
建物およびその附属設備，構築物，機械および装置，車両および運搬具，工具および機具，
備品など

2) 無形固定資産
水利権，水道施設利用権，営業権，商標権，意匠権，鉱業権，借地権，漁業権など

3) 生物
牛，馬，豚，綿羊，やぎ，かんきつ樹，りんご樹，ぶどう樹，なし樹，桃樹，桜桃樹，びわ樹，
栗樹，梅樹，かき樹，あんず樹，すもも樹，いちじく樹，パイナップル樹，茶樹，オリーブ

1減価償却の記帳方法には，「直接法」と「間接法」とがありますが，ここでは前者のみについて学習します。
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樹，つばき樹，桑樹，こりやなぎ，みつまた，こうぞ，孟宗竹，アスパラガス，ラミー，ま
おらん，ホップなど

減価償却は，固定資産の価額を決定して，次期にこれを繰り越すと同時に，固定資産を漸次費用
化して使用する各年会計期間に配分し，これをその期の収益によって流動資産のかたちで回収しよ
うとするものです。このようなことから，固定資産が使用に耐えなくなったときは，すでにそれだ
け資金を留保しているわけで，何年か後になって相当額の固定資産を調達することができます。こ
のような効果を固定資産の流動化（または，自己金融）と呼び，農業経営の健全性・安全性を確保
するという意味からも必要な会計手続きです。
減価償却の計算方法には，「定額法」と「定率法」とがあります。いずれの方法をとるにせよ，継

続性の原則によって，一定の方針に沿って毎期規則正しく行う必要があります。途中で変更する場
合は，申請書を所轄税務署長に提出して承認を受ける必要があります。ただし，生物については一
貫して定額法で行わなければなりません。

定額法

定額法は，「固定資産にかかる費用は毎期均等であり，それが時の経過に比例して生じていく」
という仮定に基づいた減価償却額の計算方法です。
定額法による減価償却額の計算にあたっては，取得原価，耐用年数，そして，残存価額を決定し

なければなりません。取得原価（historical cost）とは，固定資産の取得に要したすべての費用の
総額のことです。耐用年数（expected life）とは，その資産の使用可能年数のことで，一般に税
法の規準が用いられます。そして，残存価額（resale value）とは，耐用年数が経過したときの固
定資産の処分見積価額のことであり，一般に税法の規準に従って取得原価に残存割合を乗じて見積
ります。定額法の計算式は次の通りです。

減価償却額 =
取得原価−残存価額

耐用年数

もし固定資産を会計期間の途中で購入した場合は，購入した日数をもとに利用日数を計算して，当
期の負担分を決定します。
ここで例題を挙げておきましょう。

例 7.3.2

次の取引を仕訳しなさい。

• 取得原価 Y200,000，残存価額 Y20,000，耐用年数 10年のトラクターの減価償却を定
額法によって行った。

答 200, 000 − 20, 000
10

=
180, 000

10
= 18, 000

（借） 減 価 償 却 費 18,000 （貸） 機 械 装 置 18,000
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定率法

定率法は，「初期に資産の収益獲得能力が高く，それ以後は急激にその能力が低下する」という
仮定に基づいた減価償却額の計算方法です。
定率法による減価償却額の計算にあたっては，未償却残高と定率を決定しなければなりません。

未償却残高とは，期首帳簿価額のことを意味しています。また，ここでいう定率とは一定の償却率
のことです。ただし，定率の計算は非常に難しいことから，実際の計算には，すでに作成されてあ
る一覧表を用います。定率法による計算式は次の通りです。

第 n期の減価償却費 =第 n期の期首帳簿価額×定率

ここで，

第 n期の期首帳簿価額 =


第 (n − 1)期の期首帳簿価額
−第 (n − 1)期の減価償却費, if n ≥ 2
取得原価, if n = 1

定率 = 1 − 耐用年数
√
残存価額
取得原価

です。r = 1 − n
√

0.1の場合，nと rには次のような関係があります。

n 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
r 0.369 0.319 0.280 0.250 0.226 0.206 0.189 0.175 0.162 0.152 0.142

ここで例題を挙げておきましょう。

例 7.3.3

次の取引を仕訳しなさい。

• 取得原価 Y200,000，残存価額 Y20,000，耐用年数 10年のトラクターの第 1期の減価
償却を定率法によって行った。

答 200, 000 × 0.206 = 41, 200

（借） 減 価 償 却 費 41,200 （貸） 機 械 装 置 41,200

この例題の減価償却費を最後の期まで計算すると次のようになります。

第 1期：200, 000 × 0.206 = 41, 200

第 2期：(200, 000 − 41, 200) × 0.206 = 32, 713（小数点第 1位を四捨五入）

第 3期：(158, 800 − 32, 713) × 0.206 = 25, 974

第 4期：(126, 087 − 25, 974) × 0.206 = 20, 623

第 5期：(100, 113 − 20, 623) × 0.206 = 16, 375

第 6期：(79, 490 − 16, 375) × 0.206 = 13, 002
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第 7期：(63, 115 − 13, 002) × 0.206 = 10, 323

第 8期：(50, 113 − 10, 323) × 0.206 = 8, 197

第 9期：(39, 790 − 8, 197) × 0.206 = 6, 508

第 10期：(31, 593 − 6, 508) × 0.206 = 5, 168
ただし，25, 085 − 5, 168 < 20, 000となるので，5, 085

定額法と定率法の違いをグラフにして表すと次のようになります。

0円

11,250円

22,500円

33,750円

45,000円

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期 第6期 第7期 第8期 第9期 第10期

定額法 定率法

固定資産を中古で購入した場合，その資産の使用可能期間を見積もって耐用年数とすることがで
きます。また，見積もりが困難なときは，次の式で計算します。

• 法廷耐用年数の一部を経過したもの
中古資産の耐用年数 =法廷耐用年数− (経過年数× 0.8)

• 法廷耐用年数の全部を経過したもの
中古資産の耐用年数 =法廷耐用年数× 0.2

耐用年数に 1年未満の端数がある場合は，その端数を切り捨てます。また，耐用年数が 2年未満
になるときは 2年とします。

7.3.2 決算整理事項
以上の説明をまとめた例題を挙げておきましょう。この例題の仕訳帳にあるように，整理仕訳を

行う前に仕訳帳を締め切ります。

例 7.3.4

例 7.2.1の続きで，決算を迎えた。決算整理事項は次の通りであった。整理仕訳を行い，元
帳に転記しなさい。
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12/31 農薬の使い残しが Y5,000あった。
（借） 原 材 料 5,000 （貸） 農 薬 費 5,000

12/31 トラクターの減価償却額を Y27,000見積った。
（借） 減 価 償 却 費 27,000 （貸） 機 械 装 置 27,000

仕 訳 帳
No. 1

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

21年 丁

肥料の買掛金を農協預金から支払い
1957000 1957000

整 理 仕 訳
12 31 （原 材 料） 13 5000

（農 薬 費） 12 5000

〃 （減 価 償 却 費） 14 27000

（機 械 装 置） 4 27000

32000 32000

総 勘 定 元 帳

機 械 装 置 4

4/4 長 期 借 入 金 300,000 12/31 減 価 償 却 費 27,000

農 薬 費 12

5/7 現 金 12,000 12/31 原 材 料 5,000

原 材 料 13

12/31 農 薬 費 5,000

減 価 償 却 費 14

12/31 機 械 装 置 27,000
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7.4 精算表の作成
決算の見通しを立てるために作成する計算書のことを，精算表と呼びます。決算直前の残高試算

表を基に，決算整理事項を記入して，損益計算書と貸借対照表の予備的な計算を行います。
◉精算表の作成手順

ⓐ 作成年月日を書く。

ⓑ 残高試算表欄に，決算直前の残高試算表の金額を書き，この欄を締め切る。

ⓒ 整理記入欄に金額を書く。ただし，残高試算表にない勘定科目は追加し，すべて書いたら貸
借の合計が一致することを確かめてこの欄を締め切る。

ⓓ 残高試算表欄と整理記入欄の金額のうち，収益，費用勘定については損益計算書欄に書き，
資産，負債，資本勘定については貸借対照表欄に書く。ただし，残高試算表欄と整理記入欄
の両方に金額が記入されている勘定は，それらの差額（あるいは，加算した額）を書く。

ⓔ 損益計算書欄で純損益を計算し，純利益の場合は借方へ，純損失の場合は貸方へ，赤字で金額
を書く。ただし，勘定科目は「当期純利益」または「当期純損失」とし，これも赤字で書く。

ⓕ 貸借対照表欄で純損益を計算し，損益計算書の純損益との一致を確かめてから，その金額を
書く。

ⓖ 損益計算書欄と貸借対照表欄を締め切る。

ここで例題を挙げておきましょう。

例 7.4.1

例 7.3.4の続き。精算表を作成しなさい。
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7.5 帳簿決算
精算表の作成によって，決算の目的は実質上達成できました。しかし，仕訳帳や元帳などの帳簿

類の方はそのままになっているので，これらを締め切らなければなりません。帳簿の締め切りのこ
とを帳簿決算と言います。
帳簿決算は次の手順に従って行います2。

◉帳簿決算の手順
ⓐ 収益，費用勘定の締め切り

ⓑ 純損益の資本金勘定への振替と損益勘定の締め切り

ⓒ 資産，負債および資本勘定の締め切り

ⓓ 繰越試算表の作成

7.5.1 収益，費用勘定の締め切り
収益と費用のすべての勘定口座を締め切る作業を通じて，当期の純利益を算出します。そのた

めに，元帳に「損益勘定」を新たに設けます。そして，損益勘定の貸方に収益勘定の残高を振り替
え，借方に費用勘定の残高を振り替えます。この手続きはすべて仕訳を通して行われます。これら
の仕訳のことを決算仕訳と呼びます。

例 7.5.1

例 7.4.1の続き。収益，費用勘定を締め切りなさい。

仕 訳 帳
No. 1

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

21年 丁
～ 期中取引は省略（記帳済み） ～

32000 32000

決 算 仕 訳
12 31 （野 菜 売 上 高） 9 300000

（損 益） 15 300000

〃 （損 益） 諸 口 15 59000

（種 苗 費） 10 5000

（肥 料 費） 11 20000

（農 薬 費） 12 7000

（減 価 償 却 費） 14 27000

2帳簿決算の方法には，「大陸法」と「英米法」とがありますが，ここでは英米法を扱います。
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総 勘 定 元 帳

野 菜 売 上 高 9

12/31 損 益 300,000 7/20 普 通 預 金 200,000

8/10 売 掛 金 100,000»»»»»»»

300,000 300,000

種 苗 費 10

4/2 現 金 5,000 12/31 損 益 5,000

肥 料 費 11

4/3 買 掛 金 20,000 12/31 損 益 20,000

農 薬 費 12

5/7 現 金 12,000 12/31 原 材 料 5,000

〃 損 益 7,000»»»»»»»

12,000 12,000

減 価 償 却 費 14

12/31 機 械 装 置 27,000 12/31 損 益 27,000

損 益 15

12/31 種 苗 費 5,000 12/31 野 菜 売 上 高 300,000

〃 肥 料 費 20,000

〃 農 薬 費 7,000

〃 減 価 償 却 費 27,000

7.5.2 純損益の資本金勘定への振替と損益勘定の締め切り
損益勘定の残高は，純損益を表わしています。純損益は，資本の純増加額か純減少額であるの

で，資本金勘定に振り替えなければなりません。損益勘定が貸方残高なら純利益なので資本金勘定
の貸方へ振り替え，借方残高なら純損失なので資本勘定の借方へ振り替えます。

例 7.5.2

例 7.5.1の続き。純損益の資本金勘定への振替と損益勘定の締め切りを行いなさい。
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仕 訳 帳
No. 1

平 成
摘 要

元
借 方 貸 方

21年 丁
～ 期中取引は省略（記帳済み） ～

32000 32000

決 算 仕 訳
12 31 （野 菜 売 上 高） 9 300000

（損 益） 15 300000

〃 （損 益） 諸 口 15 59000

（種 苗 費） 10 5000

（肥 料 費） 11 20000

（農 薬 費） 12 7000

（減 価 償 却 費） 14 27000

〃 （損 益） 15 241000

（資 本 金） 8 241000

600000 600000

総 勘 定 元 帳

損 益 15

12/31 種 苗 費 5,000 12/31 野 菜 売 上 高 300,000

〃 肥 料 費 20,000

〃 農 薬 費 7,000

〃 減 価 償 却 費 27,000

〃 資 本 金 241,000

300,000

¡
¡

¡
¡

¡
¡¡

300,000

7.5.3 資産，負債および資本勘定の締め切り
資産，負債および資本勘定の場合は，費用と収益勘定とは違い，各勘定残高がそのまま次期にお

いても繰り越されます。そのため，資産，負債および資本勘定の締め切りには，仕訳帳は用いませ
ん。元帳の上で，次の期に繰り越す額を「次期繰越」と赤字で記入して，貸借それぞれの合計を一
致させた後，締め切ります。また，次の期の最初には「前期繰越」として，「次期繰越」とは反対
側に繰り越される額を記入します。

例 7.5.3

例 7.5.2の続き。資産，負債および資本勘定の締め切りなさい。
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総 勘 定 元 帳

現 金 1

1/1 資 本 金 300,000 4/2 種 苗 費 5,000

5/7 農 薬 費 12,000

12/31 次 期 繰 越 283,000©©©©©©©

300,000 300,000

普 通 預 金 2

7/20 野 菜 売 上 高 200,000 8/30 買 掛 金 20,000

12/31 次 期 繰 越 180,000»»»»»»»

200,000 200,000

売 掛 金 3

8/10 野 菜 売 上 高 100,000 12/31 次 期 繰 越 100,000

機 械 装 置 4

4/4 長 期 借 入 金 300,000 9/30 減 価 償 却 費 27,000

12/31 次 期 繰 越 273,000»»»»»»»

300,000 300,000

土 地 5

1/1 資 本 金 1,000,000 12/31 次 期 繰 越 1,000,000

買 掛 金 6

8/30 普 通 預 金 20,000 4/3 肥 料 費 20,000

長 期 借 入 金 7

12/31 次 期 繰 越 300,000 4/4 機 械 装 置 300,000

資 本 金 8

12/31 次 期 繰 越 1,541,000 1/1 諸 口 1,300,000

12/31 損 益 241,000»»»»»»»

1,541,000 1,541,000

原 材 料 13

12/31 農 薬 費 5,000 12/31 次 期 繰 越 5,000
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7.5.4 繰越試算表の作成
元帳の各勘定口座の繰越額を集めた試算表のことを，繰越試算表作成と呼びます。資産，負債お

よび資本勘定の締め切りでは，繰越額の記入を直接元帳で行っているので，その金額が正しいかど
うか，その時点ではわかりません。そのため，これらの金額が正しいかどうかを判断するために作
成される表が繰越試算表です。次の表が繰越試算表です。

繰 越 試 算 表
平成　年　月　日

借 方 勘 定 科 目 貸 方

繰越試算表の作成手順は，合計残高試算表の作成手順とほぼ同様ですので省略します。

例 7.5.4

例 7.5.3の続き。繰越試算表を作成しなさい。

繰 越 試 算 表
平成 21年 12月 31日

借 方 勘 定 科 目 貸 方

283000 現 金
180000 普 通 預 金
100000 売 掛 金
273000 機 械 装 置

1000000 土 地
買 掛 金
長 期 借 入 金 300000

資 本 金 1541000

5000 原 材 料
1841000 1841000
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k. 練習問題 7 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

7.1. 練習問題 5.1の元帳から合計残高試算表を作成しなさい。

合 計 残 高 試 算 表
平成　年　月　日

借 方 丁
勘 定 科 目

貸 方
残 高 合 計 数 合 計 残 高

7.2. トラクタを Y5,000,000で取得した。定額法によって 1年分の減価償却額を求めなさい。た
だし，耐用年数は 8年であり，残存割合は 10%である。

答

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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8財務諸表の作成

財務諸表を利用するために記帳するということを最初に述べました。ここでは，財務諸表（financial

statements）として損益計算書と貸借対照表を取り上げます。これらが簿記の最終的なアウトプッ
トです。

8.1 損益計算書の作成
損益計算書（Income Statement, I/S; Profit and Loss Statement, P&L）は，一定期間内の収

益と費用の明細を表示し，純損益を求めた計算書のことです。次の表が損益計算書です。

損 益 計 算 書
平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

費 用 金 額 収 益 金 額

損益計算書の作成手順は次の通りです。
◉損益計算書の作成手順

ⓐ 経営の名称と会計期間を書く。

ⓑ 借方に費用の勘定科目と金額を，貸方には収益の勘定科目と金額を書く。

ⓒ 借方と貸方それぞれの合計金額を計算して，借方の方が少ない場合は，借方に「当期純利益」
と赤字で書き，差引金額を赤字で書く。貸方の方が少ない場合は，貸方に「当期純損失」と
赤字で書き，差引金額を赤字で書く。

ⓓ 借方と貸方それぞれの合計を計算して，それらが一致していることを確かめた後，金額を記
入して締め切る。

例 8.1.1

例 7.5.4の続き。損益計算書を作成しなさい。

46
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損 益 計 算 書
綾部農場 平成 21年 1月 1日から平成 21年 12月 31日まで
費 用 金 額 収 益 金 額

種 苗 費 5000 野 菜 売 上 高 300000

肥 料 費 20000

農 薬 費 7000

減 価 償 却 費 27000

当 期 純 利 益 241000

300000

¡
¡

¡
¡

¡
¡¡

300000

8.2 貸借対照表の作成
貸借対照表（Balance Sheet, B/S）は，一定時点における資産・負債・資本の状態をあらわし

た表のことです。次の表が貸借対照表です。

貸 借 対 照 表
平成　年　月　日

資 産 金 額 負 債 お よ び 資 本 金 額

貸借対照表を模式図によって表わすと次のようになります。

資産
負債

資本

貸借対照表の作成手順は次の通りです。
◉貸借対照表の作成手順

ⓐ 左上に経営の名称と作成年月日を記入する。

ⓑ 借方に資産の内容と金額を，貸方には負債および資本の内容と金額を記入する。ただし，資
産勘定は，流動資産，固定資産および繰延資産に区別した上で，原則として流動性配列法に
従って，すなわち現金に換金することが簡便なものから順番に，記帳する。

ⓒ 借方と貸方それぞれの合計金額を計算して，借方の方が少ない場合は，借方に「当期純損失」
と記入し，差引金額を記入する。一方，貸方の方が少ない場合は，貸方に「当期純利益」と
記入し，差引金額を記入する。

ⓓ 借方と貸方それぞれの合計を計算して，それらが一致していることを確かめた後，金額を記
入して締め切る。
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例 8.2.1

例 8.1.1の続き。貸借対照表を作成しなさい。

貸 借 対 照 表
平成　年　月　日

資 産 金 額 負 債 お よ び 資 本 金 額

現 金 283000 長 期 借 入 金 300000

普 通 預 金 180000 資 本 金 1300000

売 掛 金 100000 当 期 純 利 益 241000

原 材 料 5000

機 械 装 置 273000

土 地 1000000

1841000

½
½

½
½

½
½½

1841000

会計期間のはじめに作成する貸借対照表を「期首貸借対照表」と呼び，会計期間の終わりに作成
する貸借対照表を「期末貸借対照表」と呼びます。これらを比較することによって，その会計期間
における経営成績の概要をつかむことができます。次の式によって純損益を算出できます。

期末資本−期首資本 =純損益

純利益が生じている場合は，経営が改善されているということがわかり，純損失が生じている場合
は，経営が悪化しているということがわかります。これは「財産法」と呼ばれる純損益の算出法で
あり，「損益法」による純損益と等しくなっているはずです。

財産法による純損益 =損益法による純損益

このことを，「簿記の自己監査機能」と呼びます。
期首貸借対照表も形式は同じです。

例 8.2.2

綾部農場の平成 21年の期首貸借対照表を作成しなさい。

貸 借 対 照 表
綾部農場 平成 21年 1月 1日
資 産 金 額 負 債 お よ び 資 本 金 額

現 金 300000 資 本 金 1300000

土 地 1000000

1300000

»»»»»»»

1300000
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k. 練習問題 8 ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇

8.1. 京都農場の最近 2年間の収益と費用が，それぞれ次の通りであった。各期の損益計算書を作
成しなさい。

(a) 平成 20年 1月 1日から平成 20年 12月 31日まで，肉牛売上高が Y3,600,000であり，
肉牛費が Y1,400,000であった。

(b) 平成 21年 1月 1日から平成 21年 12月 31日まで，肉牛売上高が Y2,300,000であり，
肉牛費が Y2,500,000であった。

損 益 計 算 書
平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

費 用 金 額 収 益 金 額

損 益 計 算 書
平成　年　月　日から平成　年　月　日まで

費 用 金 額 収 益 金 額

8.2. 京都農場の平成 21年 1月 1日の資産と負債の内容は次の通りであった。期首貸借対照表を
作成しなさい。

現金 Y150,000，普通預金 Y300,000，肉牛 Y1,500,000，機械装置 Y2,000,000，建物
Y3,000,000，土地 Y2,500,000，短期借入金 Y1,000,000，長期借入金 Y1,800,000

貸 借 対 照 表
平成　年　月　日

資 産 金 額 負 債 お よ び 資 本 金 額

8.3. 次の金額を基に，期首資本，期末負債，純損益を計算しなさい。

期首資産 Y800,000，期首負債 Y350,000，期末資産 Y900,000，期末資本 Y400,000
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(a) 期首資本 =

(b) 期末負債 =

(c) 純損益 =

⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇ ⌇
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関連文献

この講義に関連する文献として，次の本を挙げておきます。この講義ノートはこれらを参考にし
て作られています。
⌢
⌢⌢

⌢
⌢⌢ 入門レベルの教科書

– 工藤賢資・新井肇 (1993)『農学基礎セミナー農業会計』農山漁村文化協会，ISBN: 4-540-

93083-4，定価 1,020円

– 工藤賢資 (1985)『農業簿記演習』全国農業改良普及協会，ISBN: 4-7936-3206-8，定価
2,000円

– 阿部亮耳・頼平 (1977)『農業簿記教本』明文書房，4-8391-0193-0，定価 1,427円

⌢
⌢⌢

⌢
⌢⌢ 中級レベルの教科書

– 楠本雅弘 (1987)『複式簿記を使いこなす——農家の資金管理の考え方と実際——』農山漁村
文化協会，ISBN: 4-540-97092-5，定価 2,100円

– 西村林編著 (1998)『農業簿記の基礎知識』税務経理協会，ISBN: 4-419-02850-5，定価
2,100円

⌢
⌢⌢

⌢
⌢⌢ 練習問題集

– 工藤賢資 (1996)『農業会計演習帳』農山漁村文化協会，ISBN: 4-540-95106-8，定価
1,050円

– 阿部亮耳・頼平 (1977)『農業簿記教本付属練習帳』明文書房，ISBN: 4-8391-0195-7，
定価 263円

⌢
⌢⌢

⌢
⌢⌢ パソコン簿記

– 滝岸誠一著・反町秀司監修 (1999)『一から始める農業経営簿記 Ver.5プラス for Windows

改訂版』ソリマチ出版，ISBN: 4-921026-02-5，定価 3,990円

– 全国農業会議所・都道府県農業会議 (2007)『三訂はじめてのパソコン農業簿記』全国
農業会議所，ISBN: 978-4-903817-26-2，定価 2,000円

⌢
⌢⌢

⌢
⌢⌢ 詳細な解説書

– 全国農業会議所・都道府県農業会議 (2008)『平成 20年版勘定科目別農業簿記マニュア
ル』全国農業会議所，ISBN: 978-4-903817-43-9，定価 1,700円
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– 全国農業会議所・都道府県農業会議 (2008)『平成 20年度版 よくわかる農家の青色申
告』全国農業会議所，ISBN: 978-4-903817-53-8，定価 700円
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